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要旨：本研究では、概念カテゴリー構造に関して2つの調査を行い、項目規準

表を作成した。調査1では、大学生90名を用いて、7つのカテゴリーについて

項目のカテゴリー典型性を評定させ、カテゴリー典型性の項目表を作成した。

調査2では、専門学校学生54名を用いて、下位カテゴリー名から連想される項

目に基づいて6カテゴリーについての下位分類カテゴリー項目表を作成した。

キーワード：記憶と知識、概念カテゴリー構造、カテゴリー典型性、下位カテ

ゴリー

 記憶過程でみられるカテゴリーの体制化や群化の研究は・被験者のもつ自然言語概念カテゴリー

についての知識が記憶過程に反映される現象として、これまでにも数多くの研究が行われてきた

（小谷津，1985）。この領域における研究が発展する中で、研究に用いられる記銘項目も、実験者

が任意に選択した項目を用いるのではなく、被験者のもつ概念カテゴリーに関する知識を産出さ

せた結果に基づいた、概念カテゴリー基準表を作成する必要性が主張され、幾つかの基準表が作

成された（Cohen，Bousfie1d、＆Whitmarsh，i957；Batting＆M㎝tague，1969；Shapiro＆

Pa1ermo，1970）o

 我が国においても、幼児、児童、成人のそれぞれを対象とした幾つかの概念カテゴリー基準表

が作成された。それらの主なものは、次の通りである。幼児を対象としたものとして、杉村・市

川（1975）、西野・笹川・大庭・小林・藤田（1982）、国立国語研究所（1981）、児童を対象とし

たものとして、北尾・菊野（1975）、国立国語研究所（1981）、西野ら（1982）、成人を対象とし

たものとして、小川（1972）、森（1973）、国立国語研究所（1981）、西野ら（1982）などがあげ

られる。

 ところで、最近は記憶研究領域の中でも、知識構造に焦点をあてた研究が多くなってきており、

単なる記憶実験の材料として用いるリスト項目表を作成するという以上の目的をもった研究が行

われるようになってきている（Rosch，1975；Bjork1㎜d，1985）。本研究では、最近の知識構造

に関する研究との関連性も踏まえながら、成人を対象としてカテゴリー構造に関する2つの側面

についての項目基準表を作成するために調査を行うことにした。調査1は、知識構造を反映する

＊   The study of struc1二ures of conceptuaI categories

＊＊ Tadashi Fujita and Chihiro Kamei（D明αr切θ枕。アp8ツ。ん。Zogツ，Mαrαση三リers虹ツ

   o∫朋α・α亡｛㎝，Nα・α，北ραπ）
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ものとして、最近研究が盛んになってきたカテゴリー典型性（ca七egory typica1ity）に関するも

のであ乱調査2は、下位分類カテゴリーに属する項目に関するものである。

             調査1 カテゴリー典型性の評定

 自然カテゴリーは、カテゴリー相互の境界が漠然としたものであり、あいまいな集合であると

考えられている。カテゴリーに含まれている事例は、そのカテゴリーの最も代表的なもの（プロ

トタイプ）を中心に、カテゴリーらしさでもって順序づけられている。カテゴリー典型性（Cate－

gory typicality）とは、このようなカテゴリーらしさの程度をあらわす概念である（Rosch，

1975；Rosch＆Mervis，1975）。

 Rosch（1975）以来、典型性の評定に関しては、カテゴリー数をふやしたり、調査対象を小学

生や幼稚園児にまで広げて検討がなされてきた（McC1oskey＆G1ucksberg，1978；Uyeda＆

Mandler，19801Bjorklund＆Thompson，1983）。これらの研究をふまえて、我国でも小、中、

高校生から大学生までを対象に調査が行われている（石毛・箱田，1983≡遠藤・井上・梅本，

1984）。

 ところで、石毛・箱田（工983）では、典型性評定に際して項目を選ぶ場合に、項目の熟知度を

一定にする目的のために、異なったカテゴリーレベルの項目が用いられた。例えば、家具のカテ

ゴリーにおけるタンスと和ダンスはその例である。Rosch（1976）によれば、「家具」は上位レ

ベル・「タンス」は基礎レベル・「和ダンス」は下位レベルのカテゴリーに分類されることにな乱

従来の典型性評定の研究では、「タンス、イス、テーブル」などのように基礎レベルにそろえて

評定が行われてきた。このような点を考慮しても、包摂のレベルを一定にした項目を用いてカテ

ゴリーらしさを調べることが望ましいと思われる。

 本研究では、カテゴリー典型性についての基準表を作成するために、従来の研究に基づいて、

項目を基礎レベルで統一して典型性の評定を行うことにした。

方      法

 被験者  被験者は大学生90名（男子40名、女子50名）であった。

 材料  調査の対象となったカテゴリーは、従来のカテゴリー典型性の規準表（遠藤・井上・

梅本，1985；石毛・箱田，1983；Rosch，1975；Uyeda＆Mand1er，1980）や小川（1972）

のカテゴリー出現頻度表を参考にして選択した“衣類、果物、魚、スポーツ、鳥、野菜、四つ足

動物”の7つのカテゴリーの各々から20語すっ、計140項目を選択した。なお、項目の選択にあ

たっては、項目のカテゴリーレベルが等しくなるように考慮し、すべての項目を基礎レベルにそ

ろえた。調査用冊子は、B5版の大きさで、表紙を含めて8ぺ一ジで構成されていた。典型性評

定を行うへ一ジでは、1ぺ一ジにひとつのカテゴリーに属する20項目がランダムな順序で並べら

れていた。各へ一ジの上の部分には、簡単な教示『次あ項目は、どのくらい（カテゴリー名）ら

しいですか。』が印刷されていた。また、教示の下の部分には評定される項目名を左側に、その

右側には、“1．非常に～らしい”から“7．非常に～らしくない”の7段階で評定尺度が、そ
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れぞれの項目と対にされて印刷されていた。

 手続き  調査は集団で実施された。調査用冊子の表紙の部分に氏名を記入させた後に、カテ

ゴリー典型性がカテゴリーらしさの程度を表わすものであることを“乗り物”を例にして説明し、

“虫”のカテゴリーで評定の仕方を練習させた。その際、知らない項目には×印をつけるように

指示した。評定は被験者ぺ一スで行われたが、約15分から25分の間で評定を終了していた。

結      果

 ×印のつけられた項目については、それに限って分析の対象から除外した。知らないという答

が最も多かったのは、魚カテゴリーの“メバル”で、全体の20％であった。

 各項目の典型性評定値の平均と標準偏差を評定値の低い1頂から並べたのが表1である。表の上

位にある項目ほど典型性が高く、下位になるほど典型性が低くなることを示している。すべての

カテゴリーにおいて典型性の高い項目の評定値の標準偏差は、典型性の低い項目の評定値の標準

偏差と比べて小さい。このことから、カテゴリーらしさの評定については、典型性の高い項目は

評定のぱらっきは小さいが、典型性の低い項目は評定のばらつきが大きいことがわかる。

 次に、カテゴリーごとの特徴をみることにする。衣類については、胴体の広い範囲をおおう事

物の典型性が高く評定され、身体の一部分をおおう事物の典型性が低く評定されている。果物に

ついては、熟知度の高い事物の典型性が高く評定され、熟知度の低い事物の典型性が低く評定さ

れている。魚については、ひし形の外形をしたものの典型性が高く評定され、それ以外の外形

（棒のように細長い形、エイのように変わった形）のものの典型性が低く評定されている。スポー

ツについては、球技の典型性が高く評定され、それ以外の種目の典型性が低く評定されている。

鳥については・比較的身近でよく目にする鳥の典型性が高く評定され・動物園や書物・テレビで

しか見られないような鳥の典型性は低く評定されている。野菜については、サラダや漬けものに

用いるようなものの典型性が高く評定され、調理をしなければ食べられないようなものの典型性

が低く評定されている。四っ足動物については、獣類の典型性が高く評定され、獣以外の動物や

獣であっても直立姿勢をとる動物の典型性が低く評定されている。
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衣類

表1 7カテゴリーについての典型性評定値の平均

果物 魚 スポーツ

項目名 平均評定地 SD 項目名 平均評疸帥 SD 項目名 平均一冊述価 SD 項目名 Ψ均評定価 SD

1ブラウス 1．帖 〇一冊 オレンジ 1．06 o．〃 iタイ 1．07 o．加 1ラグビー 1．13 o．珊

＝Yシキツ 1．1目 o．4I 2 一」ンゴ 1、：喧 o．四 2サケ ■．o目 O．29 2｛エケリトポール 一．川 O．珊

2ワンピース 1．1島 o．仙 ヨ ミカン 1．10 o、醐 ヨサバ 1．m O．30 3サッカー 1，16 o．36

4ジ中ケット 1．加 o．“ 4 ブドウ 1．1τ o．ヨ6 3マグロ 一．lo 〇一4口 4バレーボール 1．17 o．36

5セーター 1．星1 o，53 …

一ロン 一．lo o．53 5サンマ ■．16 O．43 5野球 1－22 〇一5目

6スカート 1．28 o．刊 3 モモ 1．21 o．鶉 6イワシ I．20 o．佃 6ハンドホール I．；3 o、酬

τズポソ 1。四 O．72 7 パイナップル 1．26 o．52 7ブリ I，22 o．；8 ○テニス 1．53 o．明

目コート 1，30 o、舶 窩 ナシ 一．32 o，f2 目コイ ．．側 o．9石 邊水泳 一．百。 ．．o一

○ペスト 1．29 o．刊 9 バナナ 1．ヨ目 o．醐 目フナ 1．50 1．27 日バトミントン 1一目7 1．05

OTシ“ツ 一．価 o．7目 9 イチゴ 1．ヨ宮 皿．92 ○スズキ 1，56 o．9目 lo串球 2．1コ 1、■コ

Iヌラックス 一．舶 i．別 I キーウィ 】．岬 i，27 1メバル I．舶 I．36 Hλ半一 2．’1 I．5’

2パジ“冒 1、則 1．22 口 パパイヤ 2．03 1，41 2ヒラメ 1．9日 1，42 腕榔高とび 2．岬 1．51

3ソックス コ．lo 1．“ 13 ビワ ！．4o 1．50 3フグ ，．01 1．仰 1；ボクシング 2．目。 2．oo

’貝ドッキング 3、舶 1一“ 1’ イチジク 3．O？ 1．刊 4ホラ 2，11 1．桝 1’フェンシング 3．，1 1．61

5マフラー 4，30 I．54 一5 丁ンズ 3．60 1，7≡ 5サー 2．叩 1．舶 15すもう ヨ．30 1．朋

○ネクタイ 4．3！ 一．禍 1日 アボカ．ド 3．72 1．躬 匿fナゴ 3．，2 2．oo 蝸鉄榔 ヨ．研 1．目2

7手袋 4i4o 1．5目 17 ザクロ 3．93 1．舶 7エイ ’、02 1．帥 1τアーチェI』一 3．目。 1．“

目スカ・フ 4．餉 1，6’ 1宮 グミ 4、呈7 1．〃 8ウナギ 4．lo 1．09 18．鴨術 4．27 1．佃

雪帽子 4．67 1．仰 lo 了ケビ 4．3目 1．τ2 目ナマズ 4．！9 1．7日 1目ポー1」シグ 4．珊 1．67

20ペルト 5．04 1．52 呈。 クリ ’．肥 1．明 20ドジ，ウ 4．3ヨ 1．7日 20つり o．岨 1．lo

集 罫菜
項目名 平均師定値 SD 項目名 平塙評定置 SD

1スズメ I．11 o．3… 1レタユ 1．m o．40

2ハト 1．M o．帖 2キ中ベツ 1－13 o．仙

3タカ 1．16 o．蝸 3ニンジン 1．19 o．57

’カラス 1，1日 0．46 ’キ’ウー」 1，22 O．60

5ウグイス 1．20 o．52 4ハクサイ I，22 o．冊

6ツバメ 一．22 o．oo 6ホウレンソウ I一η o．72

6ワシ 1，2茱 O．63 7ピー胃ン 1－31 o．冊

8カモメ 1．何 o．睨 目ダイコン 1．蝸 一．個

邊ハクチョウ 1．〃 o．貼 ○ナス ’一引 】．〃

○ツル 1．5島 O．9日 loタマネギ 1．71 1．17

1オオム 1．叩 1、則 Hカー」フラワー 2．12 1．ヨ目

星ニワトリ 2一舶 1．蝸 12ゴボウ ！．5目 1．仙

3クジ十ク 2，56 1－5’ 1＝レンコン ヨー31 1．刊

4アヒル 2．日。 1．冊 一4 トウモロコシ 3．船 1、目τ

5フラミンゴ 2．舶 1．5目 15タケノコ ’．o口 1．τ3

6シチメンチ，ウ 2．舶 1．53 1百エノキダケ 4．珊 1、船

7フクロウ 3．o呈 1．57 一7シイタケ 4、…3 ＝．oo

宮へ一」カン ヨ．17 1．63 1目ニンニク 4．60 1．τ主

目タチ，ウ 3．90 1．03 19ダイズ 一．目3 1．η

20ペンギン 4、百9 1．目。 20ラッキョウ 4．蝸 1．≡5

四つ足動物

一ウr

2シカ

3イヌ

4ラクダ

5 トラ

5ヒツジ

7ライオン

目キI」ン

○ゾウ

lDサイ

11ブタ

12ネズミ

旧クマ

14ワニ

ー5カー

16トカゲ

17カエル

13リス

岬サル

20ゴ1」ラ
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調査2 下位分類カテゴリー項目基準表

 概念カテゴリーは、階層的特徴をもち、体制化されていることが提唱され、その実証的研究も

行われてきた（Bower，C1ark，Losgo1d＆Winzenz，1969；Co11ins＆Qui11ian，1969）。そこでは、

生物学的、言語学的な分類基準や階層構造と一致する事例でもって説明がなされている。しかし

ながら、我々のもつ概念カテゴリーの基準や構造は、日常の認知活動の中では、このような生物

学的、言語学的な分類基準とは異なった、さまざまな基準が認知活動の目的に合うような形で柔

軟に用いられている。

 本研究では、ある上位カテゴリーに関連する下位カテゴリーを幾つかの下位分類カテゴリーに

分けさせ、それに含まれる項目を産出させることにより規準表を作成することにした。したがっ

て、用いたカテゴリーによっては、下位分類基準がほとんど生物学的、言語学的分類基準と一致

する場合もあれば、まったく異なる基準が出現する場合もあることが考えられる。

方      法

 被験者  被験者は、看護専門学校学生54名（男子4名、女子50名）であった。

 材料  調査対象となったカテゴリーは、記憶の体制化の研究で比較的よく用いられ、しかも

下位カテゴリーに分化されやすい“楽器、スポーツ・四っ足動物・鳥・花”の5つであ乱最初

に、それぞれのカテゴリーにおける下位分類カテゴリー名について、大学生20名を用いて予備調

査を行った。その結果に基づき、カテゴリーごとに調査の対象となる下位分類カテゴリー名を決

定した。“楽器”では、“打楽器、弦楽器、金管楽器、木管楽器、鍵盤楽器”、“スポーツ”で

は、“球技、格技、陸上競技、水泳競技、器械運動、体操、ウインタースポーツ、サマースポー

ツ”“四っ足動物”では・“ペット・家畜・獣・草食動物・肉食動物・雑食動物・両生類・は虫

類”、“鳥”では、“渡り鳥、水鳥、ペット、とべない鳥、周囲でよく見る野鳥・どう猛な鳥、

食用として飼う鳥”、“花”では、“春の花、夏の花、秋の花、冬の花、白い花、赤い花、黄色

の花・紫色の花・種からできる花・球根からできる花・木に咲く花・草花”が用いられれ

 調査用冊子は、B4版の大きさで2枚綴りになっており、冊子の一番上には氏名を書くスペー

ス・答え方についての簡単な教示（“次のカテゴリー基準に該当するものの名称を思いついた順

に・できるだけ沢山書いて下さいべ）が書かれており・その下に用紙の左端から上位カテゴリー

名（例えば、楽器）と下位分類カテゴリー名（例えば、打楽器、弦楽器など）が書かれ、その右

側に項目を書く余白があけられている。上位カテゴリーの提示111貢序は、1枚めに楽器、スポーツ、

四っ足動物、鳥、2枚めに花となっていた。それぞれのカテゴリーでの下位分類カテゴリー名の

記載順序は、前述の通りである。

 手続き  調査は集団で実施された。最初に調査用冊子を配布し、氏名を記入させた。続いて、

冊子に書かれた実施の仕方についての教示を読みあげ、調査用紙に印刷されたカテゴリーの順番

に、各下位カテゴリーにっき30秒間の時間制限内に、下位カテゴリー名から連想する項目名を書

きあげさせた。30秒ごとに合図を送り、順次すべてのカテゴリーについての回答を求めていった。
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結     果一

 結果の整理にあたって、反応語がひらかな、カタカナ、漢字のいずれで書いてあっても同じ名

称のものは同一のものとして集計した。しかし、意味的に同一のものであっても表現が異なるも

のは別々に集計した。このようにしてカテゴリー別に下位分類カテゴリーに対する反応語を整理

した。表2は、カテゴリーごとに産出された反応語の異なり数をまとめたものである。それぞれ

のカテゴリーの分類基準の数の違い、下位分類カテゴリー間の違いも大きく・下位カテゴリー別

の特徴が表われていることが明らかにされた。

表2 下位カテゴリーごとの産出された項目の異なり数

楽器     スポーツ 鳥 花      四っ足動物

打楽器 19 球  技

弦楽器 15 格  技

木管楽器 6 水泳競技

金管楽器 10 陸上競技

鍵盤楽器 10 器械運動

       体  操

       ウィンター・スポ’ツ11

       サマー・スポーツ  16

渡り島12 春の花
水  鳥 19 夏の花

ペット16 秋の花
とべない島14 冬の花
周囲でよく見る鵯22 白い花

どう猛な島10 赤い花
食用となる鳥 11 黄色の花

       紫色の花

       種でできる花

       球根でできる花

       木に咲く花

       草  花

ペ ツ ト

家  畜

 獣
草食動物

肉食動物

雑食動物

両生類
は虫類

 項目基準表（表3）は、カテゴリーごとに下位分類カテゴリーに対する反応語を出現頻度の多

いものから1順番に並べて整理したものである。この表からは、どのような項目がそれぞれの下位

分類カテゴリーで多く出現しているのかを知ることができる。しかし、出現頻度はカテゴリーに

よってかなり異なっていることがわかる。また、楽器カテゴリーのように下位カテゴリーの分類

基準が1通りの場合は、それぞれの下位カテゴリー間でオーバーラップして出現することはない

が・スポーツ・鳥、花、動物の場合には、下位カテゴリーの分類基準の関係で・幾つかのカテゴ

リーにオーバーラップして出現している項目もみられる・
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＜棄器〉 〈ス珊一ツ〉

表3 下位分類カテゴリー項目基準表
〈．島〉

  打楽 怨
反応諾    晒割

球技
反応語    獺数 鵬

  壇

反鰯
り 鳥

ドラム

タイコ

カスタネット

シンバル

大太鼓

小太鼓

木琴

タンバリン

トライアンク’レ

鉄琴

つづみ

スズ

ボンゴ

中太鼓

ピブラホーン

マ切ンバ

コンガ

拍子木

バスケット崩’ル

パレー出一ル

臓
卓球

テニヌ

ソフト崩一ル

サッカー

ハント赤一ル

ラグビー

ドッチポール

フットポール

バドミ：’ドン

ゴルフ

ケー｝ホール

蝸一リング

フットペ■ヌポール

ポートホール

鉄橋

欄
マット

平均台

平行構

っ。線

ち＾う馬

段ちがい平行篠

吠わとぴ

床

薗返り

前嘔

雌
昇り構

あん局

ツバ’

バクチ，ウ

ヅル

ガモ

カモー

ガソ

カリ

エトビリカ

ライチ，ウ

カッコウ

シギ

ヒヨドリ

水鳥
反応語

体操

搬

反応語    撤

焔技
反応謡    願敏

弦楽署
反応諾    澱
ギター

パイオリソ

コト

チ’ロ

ハープ

三昧欄

べ一ス

ピオラ

マントー」ン

ェレキ

ピワ

＝1シトラパヌ

パンジ■ウ

蛇味観

’、■プシコ■ド

木管楽鶉

反応語    搬

柔道

剣逆

空手

弓通

合気道

すもう

小林奇碓法

レスI」シグ

なぎなた

大極拳

7一テニ｝一
ボクシング

水泳葭技

反応謡    頻黎

クラ｝ネット

フエ

尺八

オーボエ

欄笛

値笛

13

11

9

3

2

醐平均台
平行値

段ちがい平行構

マット連動

新体撮

ラジオ体操

鉄棚

配喝

つり’

禰
準観体操

柔軟体操

暑検体操

創作ダンス

ジ“ズグソス

’｛レエ

フォークダンス

体操

前方嘔回

後方転回

タソス

美容体操

ヨガ

＾クチ■ウ

アヒル

ガモ

プラミンゴ

カ毛メ

ヅル

ウミネコ

ガチ，ウ

カササキ

ザギ

ガン

ウ

ペ1jカン

おしどり

カワセミ

シラサギ

黒鳥

シギ

アホウドー』

クロール

平泳ぎ

バタフライ

背泳ぎ

飛び込み

犬がき

シンクロ

立ち泳ぎ

桟泳ぎ

海水

素もく’り

’トレー

水球

めじろ

ウグイス

トソピ

キシ

タガ

モズ

ホトトギス

カモメ

ニワト｝

赤ひげ

キツツキ

ワシ

サギ

シジ＾oカラ

ウズラ

』1トリ

1シギリ

金管楽暑

どう哲な鳥

反応語    撤

反応語    堀割

ワシ

タカ

・・ゲタカ

トンビ

カラユ

ダチ！ウ

コソドル

七面鳥

チ｝ポ

はやぶさ

食用となる鳥

反応霊；    頻敷

ウインク．スポーツ

反応語    順敷

トランペット

フルート

トロンボーン

ホルン

ヒ■ツゴロ

サックヌポーン

チ＾．バ

バス

スーザホーン

走り高とび
走り幅とび

ハードル
砲がん股げ

マラソン
短距離走

長距離走

mm定
ヤリ投げ

榔高とび
円盤投げ

50㎞定

ヨ段とび

リレー

ハンマー役1テ

中距鹿走

200…走

目。om走

持久走

調書検走

ペ ツ ト

反応諾

スキー

7イススケート

アイスホッケ’

ラグビー

マ，ソソ

サ｝カー

バスケット

量山

ハイジ“ソプ

ジ中ソプ

インコ

オオム

九官鳥

カナリア

丈島

ジ’ウシマッ

セキセイインコ

ハト

手のり文鳥

めじろ

スズメ

ウグイヌ

ニワトリ

クジ中ク

ヒバリ

カラス

ニワトリ

七面鳥

カモ

スズメ

チ午ポ

7ヒル
ウズラ

キジ

バト

ガチ，ウ

ケンカドー

脳楽器
反応認    頒敷
ヒ．アノ

オルガン

ェレクトーソ

アコーチ’イオソ

ビ丁ニカ

シンセサイザー

パイプオルガン

キ’蝸一ト

ハモンドオルガン

チ’ンバロ

とぺない鳥

＾ソドホール服1テ

400血走

1㎜血走
2000血走

フ4一ルト
10000n走

嚇

7’』カンプ，ト虫一ル
反応語

ニワトリ 的

サマースポーツ

反応需    撒
水泳

サーフィン

テニス

職
登山

≡1サド

水上スキー

ウ4ソトサーフ4ン
ソフトポール

＝ット

荊ぴ込み

ゴルフ

’、ングライダー

カヌ’

スカイダイビング

鵜

アヒル

ダチ■ウ

チ“ホ

ペンキン

クジキク

ウズラ

脇オオム
インコ

ヒクイトリ

キーウイ

フク回ウ

月1I田で‘■＝く見～一員5

反応需 撤
スズ■

カラス

ハト

ツバ’

ヒバリ

“
32

15

15

8

く花〉
春の 花

鵬サクラ
チ＾’｝ツプ

タンホホ

レソゲ

ウ’

スミレ

簗の花

ポタソ

ツツジ

アジサイ

モモ

スズラソ

ユイトビー

スイセン

ツバキ

アヤ’

フジ

カーネーシ■ン

百日章

カキツバタ

ミズバシ■ウ

雪副車

シ十クナゲ

スターチス

サクラソウ

カユ…ソウ

ヒヤシンス

フリージ中

マーカレット

シ1ウブ
アザミ

パンジー

シ中クヤク

ヒナケシ

ク回一バー

サツキ

ガリガネ箪

鰍
’2

2τ

26

21

15

1’

1一

 目

 6

 6

 5

 4

 4

 4

 3

 3

 3

 3

 2

 2

 －

 1

 1

頁の花
反応雷    寛撒
ヒ百ワリ

アサガオ

丁ジサイ

ホウセンカ

ハイビスカス

タ阯丁

グラジオラス

百目草

エリ

カンナ

クチナシ

オシロイバナ

キンキ■ソウ

キンセンガ

アザミ

キキ■ウ

フジ

サルビ丁

ハス

ピナゲシ

ツユクサ

秋の花
反応薗    鰍
コスモス

キク

キキ■ウ

ハギ

ケイトウ

燃キン｛クセイ
｛グレン

ナデシコ

エリ
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サルピ丁

オミナエシ

アザミ

マーガレット

秋摂

キンセンカ

ユユキ

巻の花
反応語    誠艘
ツバキ

サザンカ

ウメ

フクジ＾ソウ

モクレン

スイセン

ポタソ

シクラメン

轡割単

白い花

スイセン

キソモクセイ

マーガレット1
レンギコウ

パンジー

せいたかアワダチ車

ヤマブキ

カポチ十の花

ヘチマの花

ポピー一

フ■』一ジキ

ク。・’カス

…モザ

タ節

月見坤

沈丁花

5

3

2

無色の花

反応語    頻敷
エリ

スズラン

ギク

マーガレット

カス…軍

クチナシ

スイセン

手クレン

チ＾一リツブ

ウえ

コスモス

アラー』一」ス

シ中クナゲ

サクラ

忘れな草

ツバキ

タンポポ

鉄砲ユリ

シ牛クヤク

シクラメン

リ“エミン

ミズパシ，ウ

スイトピー

ダイコンの花

サルビア

カーネーシ！ン

反比翻    瑚激

赤い花

スミレ

アヤメ

了ジサイ

キキ目ウ

フジ

ショウブ

アザミ

リンドウ

忘れな革

ムラサキツユクサ

ムラサキシキブ

ライラック

スターチス

ケイトウ

スズラン

ピヤシンス

クロッカス

矢瑚単

一」ラ

チュー1」ツプ

ユイセン

カキツバタ

和でできる花

反応語    頒藪

反応語    頻敏

チューリップ

カーネーション

＾イピスカス

ツバキ

スイトヒー

タ”ア

ポタン

ガーペラ

グラジオラス

ケイトウ

オニューj

サルビ丁

マンシ’シ“ゲ

レンゲ

アマー』一」ヌ

ツツジ

コスモス

カンナ

黄色の花

ひまわり

あさがお

コスモス

矢車草

ホウセンカ

ダー」ア

百日草

タンポポ

キンセンガ

カスミ茸

善んぎょ章

サルビ7
おしろい花

スイトヒ’一

ボタン

なでしこ

ひなげし

カーネーシ1ン

マーガレット

ケイトウ

スミレ

反応橿    痂敷
ヒマワリ     32

タンポポ     17

キク       1ミ

菜の花      τ

チ＝一リップ    拮

 球根でできる花

反応語    頻敏
チ＾一リップ

ヒヤシンス

グラジオラス

スイセン
ユ1」

ダ■』τ

ヨ2

12

12

9

目

τ

く四つ足舳＞

タ。ツカス

カンナ

アマリI」ヌ

ジ，ウプ

アヤメ

躬タン

パイピスカス

木に咲く花

ペット       肉食動物
反応鴉     獺敏  反庇翻

反応諾

征（サクラ）

ウ’

ツバキ

モクレン

モモ

÷ンモクセイ

ツツジ

アジサイ

フジ

タチナシ

サツキ

サザンカ

ライラック

モクセイ

比1一花

ネムの木

ミカン

キンモクセイ

キリ

キ，ウチクトウ

やまもも

シ中クナゲ
I」ラ

アンズ

サルスベリ

…モザ

7シビ．

一』ンゴの花

ナシ

   イ貝

   ネコ

   サル

   ウサギ

   ハムスター

   ネズミ

   モルモット獺藏
   リス

   チンパンジー

   パンピ

   キリン

・   宗帝
反応評    臓致
ウシ

プタ

ウマ

ヒツジ

ャギ

イ貝

ネコ

ウサギ

＾ムスクー

ライオン

トラ

ヒ，ウ

チーター

クマ

オオカミ

ハイェナ

ピューマ

キツネ

サイ

タヌキ

ネコ

ワニ

カえレオン

ヘピ

ヤマネコ

草花

雑食動物

反応翻    頻数

反応語

反応謂    頻籔

捌数

たんぽぽ

レンゲ

スミレ

ツユクサ

アザミ

シロツメクサ

なの牡な

わすれなぐさ

母恋章

ペンペン草

おみなえし

ボケ

七ウクカ了ワダチ増

クローバー

コスモス

おおばこ

イ貝フグ■」

カスミソウ

たいさんぼく

キキ1ウ

J蝸
一クダミ

ヒメジョオン

キリン草

からすのえんどう

ライオン

トラ

ク7
ヒコウ

オオカミ

チーター

ゾウ

イノシシ

サイ

ウマ

サル

ゴ1』ラ

キツネ

キりン

シカ

イタチ

オランウータン

ピューマ

タヌキ

イヌ

ワニ

ウシ

水牛

ハイエナ

カパ

ネズ…

■」ス

玲愈動物

イ貝

ネコ

サル

ウシ

ブタ

クマ

タ買キ

ウマ

ヤギ

ゴリラ

ネズミ

キツネ

ウサキ

ガンガルー

ヒツジ

キリン

ゾウ

イノシシ

両生新
反応謂    釦黎
カエル

ワニ

カえ

イモリ

ヘビ

カバ

ヤそ≡リ

ピーバー

は虫類
反応語    頻敷

反応語    頻敷
ウシ

キリン

ヤギ

ウマ

ゾウ

ヒ’ノジ

ウサギ

シカ

シマウマ

パンダ

ハツフ7ロー
プタ

カバ

カンガルー

イノシシ

りス

オランウークン

サイ

コ7ラ

トカゲ

ヘビ

ワニ

イモリ

カエル

イグアナ

カメ

ヤモリ

カメレオン

コウモーj
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